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C O N T E N T S わ
た
し
を
強
く
し
て
下
さ
る
か
た
に
よ
っ
て
、

何
事
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

わ
た
し
を
強
め
て
く
だ
さ
る
方
の
お
陰
で
、

わ
た
し
に
は
す
べ
て
が
可
能
で
す
。

中
学
生
の
頃
、
あ
る
先
生
に
、

聖
書
の
扉
の
頁
に
聖
言
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
先
生
は
、「
免
許
皆
伝
の
聖
言
を
書
い
て
あ
げ
よ
う
」
と

言
わ
れ
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
こ
の
聖
句
だ
っ
た
。

確
か
に
こ
の
言
葉
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
奥
義
を

言
い
表
し
て
い
る
聖
句
で
あ
る
。

以
来
約
六
〇
年
、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

「
わ
た
し
を
強
く
し
て
下
さ
る
か
た
」、
聖
霊
に
よ
っ
て
、

判
断
力
、
行
動
力
、
忍
耐
力
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
こ
の
お
方
に
お
頼
り
し
た
い
。

SOWER   No. 36  2010

藤
村
和
義

ふ
じ
む
ら
　
か
ず
よ
し

日
本
基
督
教
団
　
渋
谷
教
会
　
牧
師

表紙の言葉
関西学院大学のランバス記念礼拝堂
を描きました。この礼拝堂では卒業
生が結婚式を挙げることもあると
か。社会人としての第一歩を踏み出
していく母校で、新たな人生のス
テップを始める。そこでは、そんな
未来を夢見て語りあう光景が幾度と
なく繰り返されているのではないで
しょうか。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　
　
頭
　
　
聖
　
　
句 

（
ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
4
章
13
節
、
口
語
訳
）

（
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
4
章
13
節
、
新
共
同
訳
）
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The World of the Bible “The battle of Gideon began from the spring of Harod” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

　

ギ
ル
ボ
ア
山
と
モ
レ
の
丘
の
間
に
、
東
西
に

広
が
る
イ
ズ
レ
エ
ル
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
神
、
種
を

蒔
き
た
も
う
」
の
意
）
平
原
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で

最
も
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
で
す
。

　

ミ
デ
ィ
ア
ン
人
た
ち
は
モ
レ
の
丘
の
ふ
も
と

に
陣
を
敷
き
、
ギ
デ
オ
ン
は
ギ
ル
ボ
ア
山
の
ふ

も
と
に
あ
る
エ
ン
・
ハ
ロ
ド
の
ほ
と
り
に
陣
取

り
ま
す
。「
主
の
戦
い
の
た
め
に
は
兵
士
の
数

を
減
ら
せ
」
と
の
命
で
、
ま
ず
恐
怖
心
の
あ
る

者
を
去
ら
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
渇
き
を
覚
え
る

初
夏
の
頃
だ
っ
た
の
で
、
泉
の
水
の
飲
み
方
を

見
て
、
油
断
な
く
戦
う
姿
勢
の
あ
る
者
を
選
び

出
し
ま
す
。
こ
う
し
て
最
初
に
集
ま
っ
た
兵
士

の
一
〇
〇
分
の
一
と
な
る
三
〇
〇
人
で
、
海
辺

の
砂
の
よ
う
な
数
の
敵
を
打
ち
破
り
ま
す
（
士

師
記
七
章
）。
紀
元
前
一
二
世
紀
頃
の
出
来
事
で

す
。

　

現
在
、
エ
ン
・
ハ
ロ
ド
の
周
辺
は
国
立
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
、
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
も
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
泉
か
ら
湧
き
出
す
水
路
を
挟

ん
で
芝
生
の
緑
が
広
が
り
、
ユ
ー
カ
リ
の
林
が

快
適
な
木
陰
を
作
っ
て
い
ま
す
。
過
越
祭
の
よ

う
に
長
い
連
休
な
ど
に
は
、
林
の
中
に
テ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
張
ら
れ
、
家
族
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
水
遊
び
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ギ
デ
オ

ン
の
末
裔
は
、
と
り
わ
け
水
辺
を
愛
す
る
国
民

の
よ
う
で
す
。

新聖
書
の

世
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写
真
／
文  

横
山
匡

ギ
デ
オ
ン
の
戦
い
は

ハ
ロ
ド
の
泉
か
ら



23 The Birth of United Bible Societies

聖書協会を少しでもご存じの方は、メリー・ジョーンズの
物語を聞いたことがあるかもしれません。しかし、その後、
現在の日本聖書協会を含めた聖書協会世界連盟がどうし
てできたか、そこに誰がどのように関わったかについて取
り上げられたことはあまりありませんでした。聖書をひと
りでも多くの方に届けたいという願いが今日のようなかた
ちになるまでを、２回に分けて特集したいと思います。

編集部

 

◆ 

歴
史
の
始
ま
り

　

聖
書
協
会
の
歴
史
は
、
ひ
と
り
の
イ
ギ
リ
ス
人
少
女

メ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

当
時
、
聖
書
は
た
い
へ
ん
高
価
で
、
メ
リ
ー
の
住
む

ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
村
の
教
会
に
も
、
一
冊
し
か
置
か

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
聖
書
を
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
た
ら
」

　

こ
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、
彼
女
は
懸
命
に
お
金
を
た

め
、
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
遠
い
町
ま
で
、
一
冊

の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
聖
書
を
求
め
て
歩
い
た
の
で
す
。

　

メ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
話
に
感
動
し
た
人
々
は
、

一
八
〇
二
年
に
会
議
を
開
き
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
だ
け
で

な
く
、
全
世
界
の
た
め
に
も
」（If for W

ales, w
hy 

not for the w
orld?

）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

一
八
〇
四
年
に
英
国
と
海
外
聖
書
協
会
（British and 

Foreign Bible Society

＝
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
）
を
設
立
し
ま

す
。「
誰
も
が
安
価
に
聖
書
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
母
国
語
で
自
由
に
聖
書
が
読
め
る
こ
と
」。
こ
れ

こ
そ
、
聖
書
協
会
の
働
き
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
前
に
も
、
聖
書
を
頒
布
す
る
団
体
は
ド
イ
ツ

な
ど
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
織
的
な
聖
書
頒
布

を
目
的
と
す
る
こ
の
運
動
は
、
一
八
〇
九
年
に
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
（N

ational Bible Society of 
Scotland

＝
Ｎ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
）
を
生
み
出
し
、
一
四
年
に
は

メリー・ジョーンズ

聖書協会世界連盟の歴史

「聖書協会世界連盟の誕生」
1804年―1946年

特集

Part 1

BS NEWS
　聖書協会世界連盟（UBS）の事務所は、
ロンドンから西に50キロメートル、パ
ディントン駅から列車で40分ほど南下し
たレディングという町にあります。この
事務所は、世界の4つの地区、すなわちア
メリカ地区、アジア・太平洋地区、ヨー
ロッパ・中近東地区、アフリカ地区を統
括し、各聖書協会の献金や支援要請を相
互に調整するコーディネーターとしての
役割を担っています。
　各国聖書協会は独立しており、自由な
交わりと信頼関係のもとにUBSに加わっ
ています。現在加盟している145の聖書協
会のうち、およそ40の聖書協会が献金に
よって他の100の聖書協会を経済的に支
えていますが、このような支援制度によっ
て、全世界で安価な聖書を必要な数だけ
頒布することができるわけです。UBSへ
の支援献金も強制ではなく、他の聖書協
会から支援の要請がある場合に、集めら
れた献金額に応じてプログラム別に仕分
けし、援助します。

　現在、UBSの総主事は、スコットラン
ド出身のミラー・ミロイ氏です。UBSの
事務所は、4つの地区事務所を合わせて約
150名の専従スタッフが働いています。共

通言語は英語となっていますが、それぞ
れが自分の国で学んだ英語で話すため、
会議ではさまざまな発音が飛び交います。
この10月には東京で世界連盟理事会が行
われる予定で、日本聖書協会がホスト役
を仰せつかっています。この会議では世
界各国における全ての活動報告を受け、
聖書普及のための新しい戦略を検討する
ことになります。

「聖書協会世界連盟」
について

財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信
　　         わたべ   まこと

　皆さま、いかがお過ごしでしょうか。世界情勢が目まぐるしく変
化する中、日本の政治、経済も、新しく進むべき道を模索する状態
が続いています。どこに信を置き、何を目標にして生活すべきか、
多くの人がその答えを求めています。このような混迷の中、日本聖
書協会は、神様からの救いのメッセージである聖書のみ言葉に多く
の人に出会っていただきたいと願い、日々活動を続けています。
　今号は、聖書協会世界連盟（UBS）の歴史を追いながら、その聖
書普及の働きを特集として扱いました。今年９月にも、UBSの世界
大会が韓国のソウルで６年ぶりに開催される予定です。140カ国以上
の聖書協会の代表が集まり、これからの聖書普及事業の将来と幻に
ついて５日間にわたり話し合います。
　今やキリスト教会の発展は、欧米からアジア、南アメリカ、南ア
フリカへと移ろうとしています。そして、情報伝達の手段も、本と
しての聖書から電子データーの聖書へと広がりを見せています。ま
た若い世代は、古典的な宗教書ではなく、実際の生活の中で生きて
働く信仰の書として、聖書と向き合おうと苦悶しています。これら
の変化や課題にどう応えるべきか、私たち日本聖書協会は取り組ん
でいかなければなりません。どうぞこれからも皆さまの変わりない
ご支援とご助言をいただければ幸いです。主の恵みを祈ります。

ソア36号発行によせて

ミラー・ミロイUBS総主事と

UBSの事務所"UBS World Service Center"
のあるビル（Reading Bridge House）

BS News



45 The Birth of United Bible Societies

オ
ラ
ン
ダ
聖
書
協
会
、
一
六
年
に
は
米
国
聖
書
協
会

（A
m

erican Bible Society

＝
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
と
、
各
国

に
聖
書
協
会
を
次
々
と
誕
生
さ
せ
ま
す
。
こ
う
し
て
聖

書
普
及
運
動
は
、
各
国
が
送
り
出
す
宣
教
師
た
ち
と
と

も
に
全
世
界
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

 

◆ 

三
つ
の
時
代

　

聖
書
協
会
世
界
連
盟
が
誕
生
す
る
ま
で
の
歴
史
は
、

大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
聖
書
協
会
の
単
独
行
動
」
の
時
代
で
す

（
一
八
〇
四
─
一
九
〇
〇
年
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
書
協
会

が
、
自
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
宣
教
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
に

専
念
す
る
あ
ま
り
、
互
い
の
働
き
に
関
心
が
な
く
、
宣

教
国
に
お
い
て
重
複
と
競
合
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
慎
重
に
協
議
さ
れ
た
協
力
体
制
」
の
時
代

で
す
（
一
九
〇
〇
─
三
二
年
頃
）。
ふ
た
つ
の
主
要
聖

書
協
会
で
あ
る
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
と
Ａ
Ｂ
Ｓ
が
、
そ
の
活
動
領

域
の
区
分
を
め
ぐ
っ
て
話
し
合
い
の
時
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
身
を
引
く
国
と
し
て
、
Ｂ

Ｆ
Ｂ
Ｓ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
央
ア
メ
リ
カ
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
は

韓
国
と
ペ
ル
シ
ア
が
決
ま
り
、
ま
た
場
所
に
よ
っ
て
は

両
国
が
働
き
を
分
か
ち
合
う
こ
と
と
な
り
、
宣
教
国
で

の
活
動
が
円
滑
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
で
は
、
西
日
本
を
担
当
す

る
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
と
Ｎ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
が
神
戸
支
社
を
、
ま
た
東
日

本
を
担
当
す
る
Ａ
Ｂ
Ｓ
が
東
京
支
社
を
設
立
し
、
こ
れ

ら
が
日
本
聖
書
協
会
の
前
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
九
一
〇
年
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ロ
ン
ド

ン
で
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
と
Ａ
Ｂ
Ｓ
双
方
の
代
表
者
に
よ
る
委
員

会
が
発
足
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
聖
書
協
会
が
頒

布
・
翻
訳
事
業
を
始
め
た
地
域
で
は
、
も
う
一
方
の
聖

書
協
会
は
相
手
に
全
権
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
、
互
い

に
協
力
関
係
を
強
固
に
し
ま
し
た
。

　

一
九
一
九
年
三
月
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
が
「
各
国
聖
書
協
会
に

よ
る
世
界
連
合
」
の
設
立
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
オ
ラ
ン
ダ
聖
書
協
会
に
よ
る
「
主
要
聖
書
協
会
の

友
好
関
係
と
助
言
の
場
を
定
期
的
に
設
け
る
」
と
い
う

協
議
会
案
を
支
持
し
て
い
た
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
は
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
の

提
案
を
拒
み
、
こ
の
と
き
は
「
各
国
聖
書
協
会
に
よ
る

世
界
連
合
」
の
夢
は
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
一
九
二
八
年
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
総

主
事
と
し
て
エ
リ
ッ
ク
・
ノ
ー
ス
、
二
九
年
に
Ｂ
Ｆ
Ｂ

Ｓ
総
主
事
と
し
て
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
、

三
一
年
に
も
う
ひ
と
り
の
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
総
主
事
と
し
て

ジ
ョ
ン
・
テ
ン
プ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

意
気
投
合
し
た
三
人
は
、
良
き
同
志
と
し
て
、
各
国
の

聖
書
協
会
が
尊
重
と
信
頼
を
も
っ
て
一
致
協
力
す
る
聖

書
協
会
世
界
連
盟
の
構
想
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、「
秩
序
あ
る
構
造
的
協
調
」
の
時
代
で
す

（
一
九
三
二
─
四
六
年
）。
複
数
の
聖
書
協
会
の
合
同
支

社
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
独
立
し
た
各
国
聖
書
協
会
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
ノ
ー
ス
Ａ
Ｂ
Ｓ
総
主
事
と
テ
ン
プ
ル
Ｂ

Ｆ
Ｂ
Ｓ
総
主
事
は
共
に
中
近
東
に
出
か
け
、
北
は
ギ
リ

シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
南
は
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、

さ
ら
に
南
ア
メ
リ
カ
や
極
東
に
ま
で
聖
書
協
会
の
支
社

を
設
立
し
ま
し
た
。

 

◆ 

一
致
協
力
へ
の
息
吹

　

一
九
三
二
年
七
月
、
将
来
の
聖
書
協
会
世
界
連
盟
の

設
立
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
、
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
、
Ｎ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
の
理
事

と
職
員
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
終
始
、
友
好
的
な
キ

リ
ス
ト
教
精
神
に
包
ま
れ
た
こ
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま

で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
相
互
関
係
を
団
結
へ
と
変
え
、
一

致
協
力
を
促
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
実
の
ひ

と
つ
が
中
国
聖
書
協
会
の
設
置
で
す
。

　

ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
会
議
に
欠
席
し
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
聖
書
協
会
は
一
九
三
九
年
七
月
、
設
立
一
二
五
周

年
を
機
に
、
三
聖
書
協
会
な
ら
び
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
フ

ラ
ン
ス
聖
書
協
会
を
招
待
し
（
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
聖
書
協
会
も
招
待
さ
れ
た
が
欠
席
）、
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ー
テ
ン
、
ゼ
イ
ス
ト
で
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。「
相
互
協
力
」
が
こ
こ
で
も
最
大
の
討
議
事
項
で

し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
世
界
教
会
協
議
会
（W

orld Council 
of C

hurches

＝
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
も
形
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
九
一
〇
年
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
宣
教
会
議
を
指
揮

し
た
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
も
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
協
議
会
に

出
席
し
て
、
参
加
者
の
心
を
突
き
動
か
し
、
一
致
協
力

を
求
め
る
気
運
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

メリー・ジョーンズ墓標

エリック・ノースABS 総主事（1927-
57） は、UBS理 事 長（1949-54）
でもあった

　

し
か
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
独
裁
者
の
台
頭
と
、
た
ち

込
め
る
戦
雲
の
中
で
、
時
代
は
そ
の
ま
ま
第
二
次
世
界

大
戦
へ
と
突
入
し
て
い
き
、
聖
書
協
会
世
界
連
盟
の
設

立
は
ま
た
も
や
先
送
り
さ
れ
た
の
で
す
。
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
連
絡
を
閉
ざ
さ
れ
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
協
力

体
制
も
、
真
珠
湾
攻
撃
を
発
端
に
ア
メ
リ
カ
が
戦
闘
態

勢
に
入
っ
た
た
め
頓
挫
し
ま
す
。

 

◆ 

戦
時
下
に
戦
後
を
見
据
え
て

　

戦
時
の
混
乱
の
中
、
ノ
ー
ス
Ａ
Ｂ
Ｓ
総
主
事
は
、
多

く
の
捕
虜
た
ち
の
精
神
的
支
援
の
た
め
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

の
オ
リ
ビ
エ
・
ベ
ガ
ン
Ｗ
Ｃ
Ｃ
総
幹
事
宛
て
に
手
紙
を

書
き
、
収
容
さ
れ
た
人
々
へ
聖
書
を
届
け
る
よ
う
依
頼

し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｃ
は
そ
れ
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
経

済
的
支
援
の
も
と
、
頒
布
事
業
は
終
戦
ま
で
続
き
ま
し

た
。

　

一
九
四
四
年
六
月
、
連
合
軍
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に

上
陸
し
、
欧
州
に
お
け
る
勝
利
に
大
き
く
一
歩
前
進
し

ま
す
。
同
年
一
一
月
末
に
テ
ン
プ
ル
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
総
主
事

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
ノ
ー
ス
Ａ
Ｂ
Ｓ
総
主
事
と
理

事
ら
に
会
い
、「
解
放
地
域
の
聖
書
需
要
と
戦
後
の
二

聖
書
協
会
の
働
き
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
戦
時

中
の
協
力
関
係
に
感
謝
し
つ
つ
、
戦
後
を
見
据
え
て
、

世
界
規
模
の
聖
書
協
会
協
議
会
の
結
成
を
提
案
し
た
の

で
す
。

　

一
九
四
五
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
が
終
結
し
、
広
島

と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
悲
惨
を
経
て
、
第
二
次
世
界

特集  聖書協会世界連盟の歴史 Part 1

メリー・ジョーンズが使用した聖書

BFBS 最 初 の 聖 書 館。
1816年に購入。10 Earl 
Street, Blackfriars とい
うのが正式な住所。

1868年に建てられた新
し い BFBSの 聖 書 館 ビ
ル。ロンドンの Queen 
Victoria Streetに 建 て
られた。当時のウェール
ズ皇太子（後のエドワー
ド７世）が礎を置いた。
その後1985年まで117年
間、BFBSの本拠地だっ
た。
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確になり、プロジェクトのために具体的に祈るこ
とができるなど、支援先をより身近に感じながら
支え合えるようになりました。
　2010年度、131の国と地域から申請されたプ
ロジェクト数は約1600、費用総額は27億円に上
ります。日本聖書協会は、アジア、アフリカ、中
南米など、10カ国のプロジェクトに総額207,619
ドルの支援を計画していますが、世界的に厳しい
経済状況にあって、さらなる協力が求められてい
ます。
　UBSと日本聖書協会は、聖書の翻訳・製作・頒
布・識字のあらゆる分野から、すべての人が自分
の言葉で聖書を読める日が来ることを目指して働
きを進めています。みなさまのご理解とご協力を
切にお願いいたします。

大
戦
が
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、多
く
の
人
々

が
聖
書
普
及
事
業
の
膨
大
な
需
要
を
痛
感
し
ま
し
た
。

 

◆ 

聖
書
協
会
世
界
連
盟
の
設
立

　

一
九
四
六
年
五
月
六
日
、
英
国
ヘ
イ
ワ
ー
ズ
・
ヒ
ー

ス
の
教
区
セ
ン
タ
ー
「
エ
ル
フ
ィ
ン
ス
ワ
ー
ド
」
で
、

歴
史
を
変
え
る
聖
書
協
会
の
国
際
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
英
国
、
米
国
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
と
い
う
一
三
の
聖
書
協
会
お

よ
び
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
代
表
者
が
集
結
し
、
戦
時
下
の
困
難
に

耐
え
て
神
に
守
ら
れ
た
体
験
を
分
か
ち
合
っ
た
の
で

す
。
そ
の
中
に
は
、
戦
火
の
犠
牲
に
な
っ
た
者
、
自
宅

に
監
禁
さ
れ
た
者
や
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
虐
待
さ
れ
た
者
も

い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
刑
務
所
か
ら
解
放
さ

れ
た
直
後
に
、
こ
の
会
議
に
同
志
と
し
て
招
か
れ
た
ド

イ
ツ
の
教
会
代
表
者
も
い
ま
し
た
。

　
「
終
戦
を
迎
え
た
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、

す
べ
て
の
国
の
聖
書
頒
布
の
需
要
を
把
握
し
、
お
互
い

の
知
識
を
結
集
し
、
相
互
に
意
見
を
出
し
合
う
た
め
、

『
一
致
に
こ
そ
力
が
あ
る
』
こ
と
を
信
じ
て
こ
の
会
議

を
招
聘
し
た
」。

　

こ
の
会
議
の
目
的
と
、
一
九
三
二
年
お
よ
び
三
九
年

の
会
議
で
の
協
議
事
項
の
説
明
が
、
テ
ン
プ
ル
Ｂ
Ｆ
Ｂ

Ｓ
総
主
事
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
中
央
事
務
局
を
設
置
す
る
計
画
を
打
ち
上

　2010年8月現在、聖書協会世界連盟（UBS）
には、145の聖書協会が加盟しています。
　UBSは、各聖書協会の上部機関ではなく、交わ
りの場であり、世界規模の聖書頒布をめざす聖書
協会運動の推進機関です。そして、世界的に貧富
やキリスト教教勢の格差がある中で、聖書普及に
困難を覚える聖書協会を支援することもUBSの大
きな役割のひとつです。
　UBSの支援は、ISP（International Support 
Program）と呼ばれています。支援の必要な聖書
協会が、実施を希望するプロジェクトを申請し、
UBSはそれを取りまとめて開示します。支援でき
る聖書協会は、そのプロジェクトリストの中から
支援先を選択します。2008年から導入されたこ
の仕組みにより、支援金がどう用いられるかが明

げ
、
ノ
ー
ス
Ａ
Ｂ
Ｓ
総
主
事
が
「
聖
書
協
会
同
士
の
協

力
に
関
し
て
」
と
題
し
た
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
議
題

は
七
日
の
夜
か
ら
八
日
の
終
日
、
討
議
さ
れ
、
中
央
事

務
局
の
働
き
と
し
て
以
下
の
七
つ
の
項
目
が
ノ
ー
ス
Ａ

Ｂ
Ｓ
総
主
事
に
よ
り
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
他
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
聖
書
協
会
へ
の
情

　
　

報
提
供

　

②
募
金
の
重
複
を
防
ぐ
た
め
の
調
整

　

③
製
作
、
頒
布
、
広
報
活
動
の
経
験
を
互
い
に
分
か

　
　

ち
合
う
た
め
の
支
援

　

④
聖
書
協
会
の
な
い
国
の
教
会
に
聖
書
普
及
事
業
の

　
　

重
要
性
を
説
く
こ
と

　

⑤
宣
教
地
に
お
い
て
翻
訳
と
出
版
の
発
展
に
助
力
す

　
　

る
こ
と

　

⑥
特
例
地
域
の
調
査
と
支
援

　

⑦
必
要
と
す
る
聖
書
協
会
へ
の
諸
言
語
の
聖
書
の
情

　
　

報
提
供

　

そ
の
結
果
、
出
席
し
て
い
る
六
つ
以
上
の
聖
書
協
会

の
同
意
お
よ
び
加
盟
を
も
っ
て
、
聖
書
協
会
世
界
連
盟

の
設
立
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

紆
余
曲
折
を
経
た
の
ち
、
つ
い
に
一
九
四
六
年
七
月

一
一
日
、
六
つ
の
聖
書
協
会
の
理
事
会
の
同
意
を
得
、

テ
ン
プ
ル
を
初
代
総
主
事
に
し
て
、
聖
書
協
会
世
界
連

盟
（U

nited Bible Societies

＝
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
が
誕
生
し

た
の
で
す
。

聖書協会の海外支援

特集  聖書協会世界連盟の歴史 Part 1

ヘイワーズ・ヒースに集まった13の聖書協会とWCCの代表者（1946年5月9日）

聖書協会世界連盟

支援を受ける
聖書協会

支援する聖書協会
（日本聖書協会など）

祈りの支援
進捗･達成への関心

プロジェクトの報告･感謝

プロジェクトの申請

ISPのしくみ

支援金送金

支援プロジェクトの指定
支援金送金

プロジェクトリストの開示
支援金の要請
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福音書を読む
山内一郎

関西学院大学名誉教授

　

イ
エ
ス
は
生
前
、「
弟
子
」
を
呼
び
集
め
、
盛
ん

に
教
え
た
（
マ
コ
一
・
二
一
以
下
他
）。「
知
恵
の
教
師
」

と
し
て
旧
約
聖
書
や
知
恵
文
学
に
共
通
し
た
譬
え

（
直
、
隠
喩
）、
格
言
、
誇
張
法
や
反
立
法
、
そ
し
て

韻
律
を
伴
う
詩
趣
に
富
ん
だ
レ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
、

様
々
な
セ
ム
的
口
伝
法
を
駆
使
し
、
卓
抜
な
話
法
で

巧
み
に
問
答
・
討
論
を
試
み
た
が
（
同
二
・
二
一
以
下

並
行
、
マ
タ
一
三
・
三
三
、
ル
カ
六
・
三
九
他
多
数
）、
そ

の
一
方
で
、
イ
エ
ス
は
同
時
代
の
「
ラ
ビ
」
や
「
律

法
学
者
」
ら
と
は
異
質
の
カ
リ
ス
マ
的
「
巡
回
教
師
」

と
し
て
、
何
時
、
何
処
で
も
公
然
と
教
え
、
ガ
リ
ラ

ヤ
の
民
衆
、
と
り
わ
け
貧
者
、
病
人
、
女
性
や
子
供
、

「
罪
人
」
や
非
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
」

を
含
む
、
万
人
に
対
す
る
開
か
れ
た
態
度
で
自
由
に

振
る
舞
っ
た
（
マ
コ
一
・
二
一
─
三
九
他
）。

　

イ
エ
ス
の
教
え
に
は
、「
律
法
」
を
固
定
化
し
な

い
直
接
的
な
「
招
き
」
の
性
格
が
明
瞭
で
あ
り
（
マ

コ
一
・
一
五
参
照
）、
福
音
書
に
は
「
預
言
者
イ
エ
ス
」

の
イ
メ
ー
ジ
も
か
な
り
定
着
し
て
い
る
（
同
六
・
一

五
、
八
・
二
八
各
並
行
、
マ
タ
一
五
・
二
四
、
ル
カ
一
二
・

四
九
他
）。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
イ
エ
ス
が
預
言
者
た
ち

の
「
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
」
と
い
う
形
式
的
、
依
存

的
発
想
を
超
脱
し
て
、「
し
か
し
、
わ
た
し
は
あ
な

た
が
た
に
言
う
」
と
い
う
未
聞
の
導
入
で
呼
び
か

け
、
強
い
語
調
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
（
マ
タ
五
・
二
一

─
四
八
）。
そ
の
言
動
一
切
の
背
後
に
は
、「
遣
わ
さ

れ
た
も
の
」
の
自
覚
と
使
命
の
意
味
を
問
う
絶
え
ざ

る
「
祈
り
」
の
修
練
が
隠
さ
れ
て
い
た
（
同
七
・
七
─

一
一
、
ル
カ
一
一
・
五
─
八
他
）。
神
の
実
在
体
験
を
基

底
と
す
る
こ
の
よ
う
な
「
我
─
汝
」「
神
─
人
」
呼

応
の
人
格
的
「
交
わ
り
」
の
次
元
（
マ
タ
一
一
・
二
七
）、

「
直
接
的
な
確
証
」（
Ｅ
・
ケ
ー
ゼ
マ
ン
）
こ
そ
、「
教
師
」

イ
エ
ス
の
秘
義
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、「
こ
れ

は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。
権
威
あ
る
新

し
い
教
え
だ
」
と
い
う
マ
ル
コ
の
解
釈
的
言
辞
（
マ

コ
一
・
二
七
並
行
）
は
、
不
信
の
人
々
の
「
躓
き
」、

イ
エ
ス
の
「
招
き
」
に
反
発
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
や
、

こ
れ
を
政
治
的
に
危
険
視
し
た
異
邦
人
ら
に
よ
る
策

謀
（
マ
コ
三
・
六
他
）、
そ
し
て
ゴ
ル
ゴ
タ
の
十
字
架

刑
と
い
う
も
っ
と
も
確
実
な
史
的
事
実
に
符
合
一
致

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

イ
エ
ス
と
弟
子
の
関
係
に
も
っ
と
も
近
い
の
は

「
ラ
ビ
」
と
「
タ
ル
ミ
ー
ド
」（
書
生
）
の
そ
れ
で
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
「
弟
子
」
の
概
念
自
体
、
イ
エ
ス

に
お
い
て
は
殆
ど
換
骨
奪
胎
さ
れ
て
い
る
。
タ
ル

ミ
ー
ド
の
目
標
は
、
自
ら
志
を
立
て
て
入
門
し
、
そ

れ
こ
そ
「
三
尺
下
が
っ
て
師
の
影
を
踏
ま
ぬ
」
歩
き

方
を
仕
込
ま
れ
る
。
し
か
し
「
弟
子
」
た
ち
の
場
合

聖書セミナー 

「教師」イエスの探求

やまうち　いちろう

14

は
、
む
し
ろ
イ
エ
ス
の
主
導
に
よ
る
「
招
き
」
に
応

じ
て
新
し
い
「
信
従
」
の
道
が
始
ま
る
（
マ
コ
一
・
一

七
、
二
〇
他
）。
タ
ル
ミ
ー
ド
の
目
標
は
、
一
定
の
修

業
を
積
み
、
ラ
ビ
の
資
格
を
得
て
独
立
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
「
信
従
」

は
仮
初
め
で
は
な
く
、
生
涯
に
亘
る
一
筋
の
道
行
き

で
あ
り
、
そ
れ
は
畢
竟
す
る
に
イ
エ
ス
自
身
の
使

命
、
す
な
わ
ち
終
末
論
的
「
神
の
国
（
支
配
）」
ミ
ッ

シ
ョ
ン
へ
の
参
与
を
意
味
す
る
。「
十
二
人
の
一
人

で
あ
る
ユ
ダ
」（
同
一
四
・
四
三
並
行
）
と
い
う
言
表
か

ら
、
最
初
の
弟
子
た
ち
を
核
と
す
る
象
徴
的
な
「
十

二
人
」
を
否
定
す
る
必
要
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も

「
学
派
」
形
成
、
制
度
・
組
織
と
し
て
の
イ
エ
ス
・

ス
ク
ー
ル
設
立
の
企
図
は
み
ら
れ
な
い
。
イ
エ
ス
は

家
族
、
兄
弟
姉
妹
（
マ
タ
一
二
・
五
〇
）、
友
（
ヨ
ハ
一

五
・
一
五
）
と
し
て
の
「
祈
り
と
愛
」
の
共
同
を
目

指
し
、
福
音
書
は
例
外
な
く
、
こ
の
イ
エ
ス
と
「
小

さ
き
群
れ
」（
ル
カ
一
二
・
三
二
）
の
「
師
弟
同
行
」、

そ
し
て
「
別
離
」
を
予
想
し
た
遺
訓
と
修
道
の
跡
を

伝
え
（「
受
難
史
」
ま
で
の
各
部
分
）、「
派
遣
命
令
」
伝

承
（
マ
コ
六
・
七
─
一
三
並
行
）
の
必
然
性
も
こ
こ
に

認
め
ら
れ
る
。

　

福
音
書
は
、
信
じ
告
白
さ
れ
る
「
キ
リ
ス
ト
」
が

単
な
る
観
念
（
イ
デ
ー
）
に
変
質
し
な
い
た
め
に
、

入
念
に
編
み
出
さ
れ
た
「
師
」
イ
エ
ス
と
「
弟
子
」

た
ち
の
出
会
い
の
物
語
で
あ
る
。「
ケ
ー
リ
ュ
グ
マ
」

（
信
条
＝
イ
エ
ス
の
誕
生
、
十
字
架
、
葬
り
、
復
活
、
昇
天
、

高
挙
）
を
基
底
と
す
る
「
デ
ィ
ダ
ケ
ー
」（
教
説
＝
イ

エ
ス
の
生
涯
、
教
え
、
弟
子
道
）
の
書
と
名
付
け
て
も
よ

い
。
そ
の
限
り
、
全
巻
が
伝
道
と
教
育
の
た
め
の

「
カ
テ
キ
ズ
ム
」（
問
答
・
対
話
編
）
と
し
て
も
機
能
し
、

有
益
で
あ
る
。

　

た
だ
し
か
し
、「
福
音
書
」
と
い
う
文
学
的
ジ
ャ

ン
ル
は
共
通
で
あ
っ
て
も
、「
教
師
」
と
し
て
の
イ

エ
ス
像
は
決
し
て
単
一
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
優

れ
て
個
性
的
で
あ
る
。「
マ
ル
コ
」
は
「
福
音
」（
ユ

ア
ン
ゲ
リ
オ
ン
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
権
威
あ
る

新
し
い
教
え
の
主
体
で
あ
り
客
体
で
も
あ
る
教
師

〈
デ
ィ
ダ
ス
カ
ロ
ス
〉
イ
エ
ス
を
描
き
、
福
音
の

「
書
」（
ビ
ブ
ロ
ス
）
と
し
て
の
性
格
を
表
す
「
マ
タ
イ
」

は
、
律
法
の
成
就
者
、
解
釈
者
た
る
教
師
〈
カ
セ
ー

ゲ
ー
テ
ー
ス
〉
イ
エ
ス
、「
ル
カ
」
は
「
物
語
」
と

し
て
の
ス
タ
イ
ル
を
際
立
た
せ
な
が
ら
、
救
済
史
の

中
心
に
立
つ
模
範
と
し
て
の
教
師
〈
エ
ピ
ス
タ
テ
ー

ス
〉
イ
エ
ス
、
そ
し
て
「
ヨ
ハ
ネ
」
は
「
真
理
」（
ロ

ゴ
ス
）
と
し
て
の
教
師
（
ラ
ビ
・
デ
ィ
ダ
ス
カ
ロ
ス
）
が
、

今
や
〈
パ
ラ
ク
レ
ー
ト
ス
〉（
助
け
主
）
と
し
て
生
き
、

働
い
て
い
る
こ
と
を
証
言
す
る
。

Reading the Gospel / Ichiro Yamauchi

※�

本
編
は
、
二
〇
一
〇
年
三
〜
四
月
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
神

戸
バ
イ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
「
第
44
回
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
」

の
講
義
内
容
か
ら
、
本
誌
の
た
め
に
改
め
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
。

イ
エ
ス
の
秘
義

「
師
弟
同
行
」
の
道

四
福
音
書
に
お
け
る
「
教
師
」
イ
エ
ス
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教
会
の
海
老
名
弾
正
師
の
雄
弁
と
、
一
高
の
校

長
の
新
渡
戸
稲
造
先
生
の
温
容
と
、
内
村
鑑
三

先
生
の
怖
さ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
呼
び
捨
て

に
し
て
書
い
て
は
私
の
心
が
痛
む
。

　　

こ
の
文
か
ら
推
し
て
、
胡
堂
は
、
一
高
校
長
の

新
渡
戸
稲
造
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
海
老
名
弾

正
や
内
村
鑑
三
の
話
も
聴
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

胡
堂
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、
同
郷

の
橋
本
ハ
ナ
と
の
間
の
長
年
の
恋
が
認
め
ら
れ
て

結
婚
、
長
女
淳あ

つ

、
長
男
一か

ず

彦ひ
こ

、
次
女
瓊け

い

子こ

、
三
女

稔と
し

子こ

が
生
ま
れ
た
。
入
社
し
た
報
知
新
聞
社
で
の

仕
事
も
順
調
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
ま
だ
一

　

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
、
岩
波
書
店
か
ら

刊
行
さ
れ
た
『
啄
木
全
集
』
の
別
巻
に
『
啄
木
案

内
』
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
盛
岡

中
学
時
代
、
啄
木
の
先
輩
で
あ
り
親
友
で
も
あ
っ

た
野
村
胡
堂
が
、
啄
木
を
語
る
座
談
会
に
出
席
、

時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
熱
を
語
る
と
と
も
に
「
私
な

ど
は
今
で
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
」
と
み
ず
か
ら

告
白
し
て
い
る
。

　

の
ち
に
胡
堂
を
名
乗
る
野
村
長お

さ

一か
ず

は
、
盛
岡
中

学
か
ら
東
京
の
第
一
高
等
学
校
に
入
学
。
在
学
中

に
校
長
と
し
て
新
渡
戸
稲
造
が
着
任
し
、
校
内
に

キ
リ
ス
ト
教
的
風
潮
が
た
か
ま
る
。
胡
堂
は
次
の

よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
頃
の
私
の
記
憶
に
残
っ
た
の
は
、
壱（

マ
マ
）

岐
坂

銭
形
平
次
の
作
者

野
村
胡
堂
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

Human and the Bible “Kodou Nomura and the Bible” / Norihisa Suzuki

あ
い
つ
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
死

21

め
よ
う
と
し
て
、
前
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
胡
堂
は

ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ
サ
イ
ア
」
の
レ
コ
ー
ド
を
贈
っ

た
（
金
沢
常
雄
「
野
村
一
彦
君
の
生
涯
と
死
」、『
信
望
愛
』

七
一
、
一
九
三
四
年
三
月
一
日
）。

　

こ
の
こ
ろ
、
母
ハ
ナ
も
金
沢
常
雄
の
集
会
に
出

席
。
な
お
、
前
田
陽
一
の
母
（
前
田
多
門
の
妻
）
は

金
沢
常
雄
の
姉
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
、
陽
一

の
妹
美
恵
子
（
の
ち
の
神
谷
美
恵
子
）
も
集
会
に
出
席

し
て
い
た
。
美
恵
子
が
金
沢
常
雄
に
従
っ
て
ハ
ン

セ
ン
病
施
設
の
集
会
に
出
た
こ
と
が
、
医
師
の
道

を
志
す
機
縁
と
な
る
。
ま
た
、
美
恵
子
と
一
彦
と

の
間
に
は
愛
が
芽
ぐ
み
つ
つ
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、
今
度
は
、

松
田
智
雄
と
結
婚
し
て
ま
も
な
い
三
女
瓊
子
ま
で

失
っ
た
。
二
三
歳
だ
っ
た
。
瓊
子
は
、
す
で
に
『
七

つ
の
蕾
』
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
文
才
の
持
ち

主
だ
っ
た
。
文
才
だ
け
で
な
く
信
仰
的
に
も
篤
信

の
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
や
は
り
金
沢
常
雄
の

追
悼
文
か
ら
わ
か
る
（
金
沢
常
雄
「
松
田
瓊
子
の
告
別

式
辞
」、『
信
望
愛
』
一
四
二
、
一
九
四
〇
年
二
月
七
日
）。

　

四
人
の
子
ど
も
の
う
ち
三
人
に
ま
で
、
い
ず
れ

も
若
い
年
齢
で
先
立
た
れ
た
胡
堂
夫
妻
の
心
情
は

察
す
る
に
余
り
あ
る
。
深
い
悲
哀
の
心
は
、
そ
の

代
表
作
『
銭
形
平
次
捕
物
控
』
に
も
反
映
せ
ず
に

は
お
か
な
い
。

　

胡
堂
は
太
田
愛
人
に
対
し
、「
私
は
銭
形
平
次
を

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
で
書
い
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
太
田
愛
人
『
野
村
胡
堂
・
あ

ら
え
び
す
と
そ
の
時
代
』、
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。
そ

れ
は
、「
罪
人
を
許
し
、
あ
べ
こ
べ
に
偽
善
者
を
罰

し
た
り
す
る
」
こ
と
、「
侍
階
級
に
対
す
る
反
抗
」

が
あ
る
こ
と
、「
徹
底
的
に
江
戸
の
庶
民
を
書
く
」

と
い
う
執
筆
姿
勢
に
反
映
し
て
い
る
（『
随
筆
銭
形
平

次
』、
旺
文
社
文
庫
、
一
九
七
九
年
）。

　

胡
堂
は
、
戦
後
は
自
宅
で
聖
書
集
会
を
開
い
て

い
た
。
前
号
の
「
中
勘
助
と
聖
書
」
の
と
こ
ろ
で

述
べ
た
伝
道
者
、
塩
田
章
は
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
二
）
年
二
月
一
七
日
（
日
）
に
「
銭
形
平
次
捕

物
帖
の
野
村
胡
堂
氏
宅
の
聖
書
集
会
」
で
話
を
し

て
い
る
。
集
会
に
数
年
出
席
し
て
い
た
酒
本
良
平

に
よ
る
と
、
集
会
の
名
は
ガ
リ
ラ
ヤ
会
と
称
し
、

酒
本
の
提
案
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

六
歳
の
長
女
淳
を
失
う
。
悲
嘆
に
く
れ
る
妻
ハ
ナ
に

胡
堂
が
贈
っ
た
聖
書
が
遺
さ
れ
て
い
る
（
野
村
胡
堂
・

あ
ら
え
び
す
記
念
館
所
蔵
）。
そ
れ
は
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
刊
行
の
『
旧
新
約
聖
書
』
で
あ
り
、
題
紙
に

は
次
の
献
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
七
年　

聖
誕
祭�

長
一

　
　
　
　

は
な
子　

殿

　

つ
づ
い
て
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
、
東
京

帝
国
大
学
に
入
学
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
闘
病
生
活

を
送
っ
て
い
た
長
男
一
彦
が
世
を
去
る
。
二
〇
歳
で

あ
っ
た
。
一
彦
は
成
城
高
校
時
代
か
ら
親
友
の
前
田

陽
一
、
松
田
智
雄
と
と
も
に
内
村
門
下
の
金
沢
常
雄

の
伝
道
集
会
に
出
席
し
て
い
た
。
病
中
の
息
子
を
慰

銭
形
平
次
の
精
神
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エ
ッ
セ
ー

な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の

長
谷
川
与
志
充

33

長谷川与志充（はせがわ・よしみつ）　
三浦綾子読書会代表
単立・東京JCF牧師
日本聖泉基督教会連合・所沢ミレニアムチャーチ牧師　

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
愛
」
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
『
氷
点
』
の
最
後
で
、
主
人
公
の
辻
口
陽
子
が
自
殺
し
よ
う
と
し
ま
す
。
彼
女
は
、
育

て
の
母
で
あ
る
辻
口
夏
枝
か
ら
、
自
分
が
殺
人
犯
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
自
分
の
中
に
罪

の
可
能
性
「
氷
点
」
を
見
出
し
、
生
き
る
望
み
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
彼
女
は
両
親
宛
て
の
遺
書

の
中
で
こ
う
叫
び
ま
す
。「
私
は
今
ま
で
、
こ
ん
な
に
人
に
ゆ
る
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
今
、『
ゆ
る
し
』
が
ほ
し
い
の
で
す
。
お
と
う
さ
ま
に
、
お
か
あ

さ
ま
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
。
私
の
血
の
中
を
流
れ
る
罪
を
、
ハ
ッ
キ
リ
と
『
ゆ
る
す
』
と

言
っ
て
く
れ
る
権
威
あ
る
も
の
が
ほ
し
い
の
で
す
」。
こ
こ
で
も
、
人
間
に
と
っ
て
「
な
く
て
は
な

ら
ぬ
も
の
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
罪
の
赦
し
」
で
す
。

　

辻
口
陽
子
の
育
て
の
父
で
あ
る
辻
口
啓
造
は
、
あ
る
時
、
教
会
を
訪
ね
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で

見
た
説
教
の
題
名
〈
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
〉
に
心
ひ
か
れ
、
自
ら
に
こ
う
問
い
か
け
ま
す
。「
な

く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
？　

お
れ
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
は
何
だ
ろ

う
」。
そ
れ
に
続
け
て
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
啓
造
は
十
字
架
を
見
あ
げ
た
」。
つ
ま
り
、
人
間

に
と
っ
て
「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
そ
れ
が
な
く
て
は
生
き
て
は
い
け
な
い

も
の
」、
そ
れ
は
「
十
字
架
」
で
あ
る
と
、
こ
の
『
氷
点
』
で
三
浦
綾
子
さ
ん
は
私
た
ち
に
語
っ
て

い
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
十
字
架
」
に
お
い
て
こ
そ
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
私
た
ち

を
愛
し
て
く
だ
さ
る
神
の
「
愛
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
十
字
架
」
に
お
い
て
こ
そ
、
ほ
か
の
方
法

で
は
ど
う
に
も
解
決
の
し
よ
う
が
な
い
私
た
ち
の
「
罪
の
赦
し
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

自
殺
を
試
み
た
こ
と
の
あ
る
大
塚
先
生
も
、
三
浦
綾
子
さ
ん
も
、
こ
の
「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」

で
あ
る
「
十
字
架
」
を
見
出
し
、
そ
の
生
涯
を
、「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」「
十
字
架
」
を
伝
え
る

た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
今
、「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」「
十
字
架
」
を
見
出
し
た
者
と

し
て
、「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」「
十
字
架
」
を
生
涯
宣
べ
伝
え
る
者
と
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら

主
に
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

二
〇
一
〇
年
五
月
二
六
日
、
敬
愛
す
る
大
塚
浩
人
先
生
（
単
立
・
愛
の
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）
が
突
然

天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
週
に
二
度
の
人
工
透
析
を
行
い
、
糖
尿
病
と
闘
い
な
が
ら
、
自
殺
を

考
え
て
い
る
人
々
を
救
い
出
す
尊
い
お
働
き
を
、
ま
さ
に
命
が
け
で
全
う
さ
れ
た
方
で
し
た
。
先
生

自
身
、
か
つ
て
自
殺
し
よ
う
と
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
自
殺
志
願
の

人
々
と
関
わ
り
、
彼
ら
を
主
に
導
い
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
私
が
昨
年
五
月
に
先
生
を
岐
阜
に
訪
問

し
た
際
、
そ
の
働
き
を
通
し
て
受
洗
に
導
か
れ
た
人
の
数
を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
で
一
五
〇

名
に
も
及
ぶ
と
い
う
、
驚
く
べ
き
お
証
し
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
塚
先
生
は
召
さ
れ
る
直
前
の
四
月
と
五
月
の
二
回
、
岐
阜
三
浦
綾
子
読
書
会
を
導
き
、
そ
こ
で

三
浦
綾
子
さ
ん
の
処
女
作
で
あ
り
代
表
作
で
も
あ
る
『
氷
点
』
を
課
題
図
書
に
選
ば
れ
ま
し
た
。『
氷

点
』
の
テ
ー
マ
が
「
原
罪
」
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
テ
ー

マ
は
、
人
間
に
と
っ
て
「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」
と
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。『
氷
点
』
の
中
に

は
「
自
殺
」
を
し
た
人
物
が
何
人
か
登
場
し
ま
す
が
、
彼
ら
は
、
生
き
る
た
め
に
「
な
く
て
は
な
ら

ぬ
も
の
」
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
死
を
選
ぶ
以
外
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、『
氷
点
』
の
半
ば
で
正
木
次
郎
と
い
う
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
彼
は
病
気
が
治
り
、

退
院
す
る
時
に
な
っ
て
飛
び
降
り
自
殺
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
彼
の
宛
名
の
な
い
遺
書
に
は
、
こ
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
結
局
人
間
は
死
ぬ
も
の
な
の
だ
。
正
木
次
郎
を
ど
う
し
て
も
必
要

だ
と
い
っ
て
く
れ
る
世
界
は
ど
こ
に
も
な
い
の
に
、
う
ろ
う
ろ
生
き
て
い
く
の
は
恥
辱
だ
」。
こ
の

こ
と
を
聞
い
た
時
、
主
人
公
の
辻
口
陽
子
は
こ
う
思
い
ま
す
。「
結
局
は
、
そ
の
人
も
か
け
が
え
の

な
い
存
在
に
な
り
た
か
っ
た
の
だ
わ
。
も
し
、
そ
の
人
を
だ
れ
か
が
真
剣
に
愛
し
て
い
て
く
れ
た
な

ら
、
そ
の
人
は
死
ん
だ
ろ
う
か
」。
こ
こ
で
、
人
間
に
と
っ
て
「
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」
が
明
ら



　iTunes App Storeにて2010年9月販売開始予定。（予価800円）

本文検索聖書本文 ブックマーク

 JBS Information

新刊案内

第2回募集　詳細はwebへ→ http://www.bible.or.jp/

募 集 要 項
●写真　◎いずれも加工していないもの
A. デジタル
1.  B5判（182×257mm）に300dpiで出力できる

“長辺2,953×短辺2,079ピクセル” 以上を目安
2. おおよそ400万画素以上、JPEGなら1MB以上
B. 紙焼き
四つ切り判（25.4×30.5cm）以上
●�みことば（なしも可）、必要記載事項と共に（デ
ジタルはCD-Rまたはwebサイトの応募フォーム
から）お送りください。
●�写真が採用された方には、刊行後、1冊贈呈い
たします。
●�採用、不採用にかかわらず応募作品は返却いた
しません。採用させていただいた方とは著作権
使用契約を結び、作品の財産権を譲渡していた
だくこととなります。
●�印刷物用として改めて高画質のデータの提出を
お願いする場合があります。

●�みことば位置を含めたレイアウト、トリミングな
どは当協会で編集決定いたします。
●写真の応募点数、1人10点まで

●みことば（聖句）
新共同訳・口語訳・文語訳からお選びください。
書名・章節番号…「（書名）＿章（編）＿節〜＿節」
という形で指定ください。
●�みことばの箇所、範囲は当協会で変更、調整
させていただくことがあります。
●�みことばの箇所を当協会にお任せいただいても
結構です。

●必要記載事項
1. 氏名（よみがな）　2. 性別　3. 電話番号　
4. 年齢　5. 職業（または学年）　6. e-mailアドレス＊
＊�ご応募いただいた内容の確認等に使わせていただくことが
ありますので、日常的にメールをご活用の方はできるだけ
ご記入ください。

7. 写真タイトル　8. 写真撮影日　9. 撮影場所 

10. 撮影カメラ・機材��例：Canon EOS-Kiss Digital X 

11. 撮影方式　デジタル、フィルム 

12. 写真撮影時の思い出、コメント（25字以内）
＊�お寄せいただきました情報は、個人情報保護法に基づき当協
会で厳重に管理し、目的範囲内で適切に使用いたします。

●応募締切 

2011年1月31日（月）

●送り先、問い合わせ先　
日本聖書協会出版部「みことばフォトブック�2」
作品採用係
〒104-0061�東京都中央区銀座4丁目5-1 

聖書館ビル
TEL. 03 （3567）0386　
prod@bible.or.jp

感動は、続く。第２回 「写真とみことば」募集

感動の風景、身近な自然、生活のちょっとしたひとコマと、
心にうかぶ聖書のことばが１つになりました。

あなたの写真が、みことばの感動をさらに伝えます。

プロ・アマを問わず、10代から90代まで、
幅広い世代から寄せられた応募作品から選考・構成、
まったく新しい選りすぐりの「写真」と「聖書のことば」集ができました。
聖書の身近な入り口となる、新しいのに懐かしいフォトブックです。

日本聖書協会では『みことばフォトブック』の続巻となる、
『みことばフォトブック2』（正式タイトル未定）の2011年7月発行を計画しています。
“みことば”を現代に生きるあらゆる世代に、より身近に目に見える形でお届けするため、
あなたの写真にのせて出版いたします。特に人と人の絆や、
生活の息づかいを感じさせる写真を求めています。
人物、動物、風景、思い出、建物など、テーマは自由です。
個性的な作品をお待ちしています。あなたの傑作写真をぜひお寄せください。
採用作品は『みことばフォトブック２』（仮称）に掲載いたします。
[オールカラー　写真と聖句100点を掲載予定]

日本聖書協会では、一人でも多くの方にみことばをお届けするため、
現代のさまざまなニーズに対応したかたちで聖書を頒布することにも力を入れています。
その中で着目したのが、いま話題の電子書籍。
何と言っても、重たい本を抱えて移動しなくていいので、
いつでもどこでも気軽に読書を楽しめるところが魅力です。
そこで、いま人気のiPhoneで新共同訳聖書を読めるアプリをご紹介いたします。
予想以上の読みやすさと身軽な生活、ぜひ試して、勧めてみませんか。

マンガ聖書シリーズ
最終巻いよいよ
2010年末発売

聖書を iPhoneで！

みんなの聖書 マンガシリーズ iPhone版

モビリス聖書  新共同訳

表紙は制作途中のものです

旧約聖書編Ⅲ
「預言者（プロフェッツ）──希望を告げし者たち」

画：あずみ椋

新約聖書編2巻、旧約聖書編2巻既刊
（2010年8月末現在）

電子書籍では、文字のみの本だけでなく、絵本や漫画などももちろん読むことが
できます。大好評発売中の「みんなの聖書マンガシリーズ」がいよいよiPhone
版になって登場。まず第一弾、｢新約聖書 1　救世主(メシア)｣ 画：ケリー篠沢

株式会社モビリス･ソルーションズが販売している、iPhone版新共同訳聖書アプ
リ。聖書をもっと身近なものにしてくれます。聖書を読む喜びはそのままに、サ
イズだけダウンして、ブックマークや本文検索、本文ハイライト、メモ取り機能
も付いています。iPhone購入を迷っているクリスチャンの方々にも、ぜひこの
ニュースをお伝えください。

主な機能
1.  本文検索　
2.  ブックマーク
3.  本文マーキング(6色)
4.  テキストメモ
5.  ボイスメモ(iPhoneのみ)
6.  ランドスケープモード支援
     (本文のみ)

オールカラー、
天地210×左右140mm　  
各巻　１ ,050円

iTunes App Store
にて好評販売中

(8月20日現在3,000円)

2010年10月1日発売予定　定価1,400円（税込）

みことばフォトブック

オールカラー　
B5変形判（185×185mm）
64ページ　
紙装（ジャケット掛け）　
写真58点を掲載

1415



17  Library’s Treasure

 聖書図書館蔵書シリーズ 34

シナイ写本 
4世紀 

（リプリント版 1969 年）
縦：26cm　横：22cm

　4世紀のギリシア語写本。
　新約聖書では最古の完全な大文字写本である。
旧約聖書の一部、新約聖書の全巻を含んでいる。
新約聖書写本中、最も貴重なものの一つ。
　通常、分類記号　 （アレフ）あるいはSで表す。
　ドイツ人新約本文学者コンスタンティン・ティ
シェンドルフが、シナイ山麓の聖カタリナ修道院
で発見したため、シナイ写本と名づけられてい
る。

　発見後、ロシア皇帝に献じられ、ロシア国立図
書館に置かれていたが、ロシア革命後、イギリス
政府が購入し、現在、大英博物館が所蔵している。
　1862年、ロシア帝国建国1000年を記念して、
写本の書体に似せた活字で各行ごとに原本と合致
させ、ティシェンドルフ編としてライプチヒで印
刷され、4巻で出版された。
　聖書図書館の蔵書は、Georg Olms社から1969 
年に発行されたリプリント版。

16

編
集
後
記

Become a member and support the Bible Work

すでに会員の方は、お友達にお勧めください。
日本聖書協会 後援会にご入会ください！
聖書は、キリストを信じる者に永遠の命を約束する「命の糧」です。この「命の糧」である聖書を届ける活動は、
教会にとって欠くことができない働きであり、「すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい」（マルコ16:15）とい
うみ教えによって、すべてのクリスチャンが主イエス・キリストから期待されている使命です。日本聖書協会の130 余
年にわたる聖書頒布の働きも、多くの方々のお祈りとご献金によって支えられてまいりました。日本にも、世界にも、
いまだ聖書から遠ざけられている多くの人々がいることをぜひ覚えてお祈りください。そして、これからも聖書をお届
けする働きを継続していくため、後援会員としてご支援くださいますようにお願い申し上げます。

★年会費は下記の 5 種類からお選びいただけます。

http://www.bible.or.jp/collection/col07.html

A： 1,000 円 　　  B： 3,000 円 　　  C： 5,000 円　 　  D： 10,000 円 　　  E： 50,000 円
後援会入会申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。

ホームページでも「入会申し込み」をお受けしています。

お捧げいただく年会費によって、以下のプログラムが支えられています。  ご入会いただいた方に
は、会員証と会員バッジ
を進呈し、年 4 回発行の
ニュースレター「からし
種」をお届けして、日本
聖書協会の働きを詳しく
ご報告いたします。

（女性用）
会員バッジ

（男性用）

世界中のすべての人がみことばに触れることができますように！

●海外聖書製作
貧困や災害、政情不安によって、聖書を製作することが難しい
国々の聖書協会に対して、聖書贈呈や資金援助を行っています。

●手話訳聖書製作支援
生まれつき耳の不自由な方々に、日
常慣れ親しんでいる言葉である「手
話」で聖書を読んでいただけるよう、

「手話訳聖書」DVDの製作を資金面
で支えています。

●点字聖書製作
点字聖書1冊（旧・新約聖書34冊、続編6冊が必要）の製作費は1,600円ほどで
すが、製作費をご献金でまかなうことにより、1冊100円、全巻でも4,000円で
の頒布を実現しています。

後援会が
支える
3つの
プログラム

日本聖書協会 後援会にご入会ください！

　
今
年
の
夏
は
、
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
か
と
思

う
ほ
ど
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
皆
様
、

お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
九
月
の
声

を
聞
い
て
、
徐
々
に
日
も
短
く
な
り
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
移
る
で
し
ょ
う
。
や
が
て
表
紙

絵
の
よ
う
な
紅
葉
が
お
近
く
で
も
見
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
坂
本
龍
馬
の
名
を
よ
く
目
に
し
ま
す

が
、
龍
馬
の
時
代
の
英
雄
と
い
え
ば
西
郷
隆
盛

を
外
せ
ま
せ
ん
。
近
年
、
西
郷
が
聖
書
に
深
く

親
し
み
、
聖
書
を
教
え
て
い
た
と
い
う
証
言
が

紹
介
さ
れ
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
（
二
〇
〇
七

年
一
二
月
八
日
付
『
南
日
本
新
聞
』
な
ど
）。
内

村
鑑
三
は
『
代
表
的
日
本
人
』（
鈴
木
範
久
訳
、

岩
波
文
庫
）
で
、
西
郷
の
言
葉
「
天
は
あ
ら
ゆ

る
人
を
同
一
に
愛
す
る
。
ゆ
え
に
我
々
も
自
分

を
愛
す
る
よ
う
に
人
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
を
引
い
て
、「
そ
の
よ
う
な
壮
大
な
教
え
を

ど
こ
か
ら
得
た
の
か
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
西

郷
の
「
敬
天
愛
人
」
の
思
想
に
聖
書
の
影
響
が

あ
る
の
か
否
か
、
意
見
は
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

た
だ
西
郷
が
「
西
洋
と
交
際
す
る
に
は
ぜ
ひ
耶

蘇
の
研
究
も
し
て
お
か
に
ゃ
具
合
が
悪
い
。
よ

く
み
て
お
く
が
よ
い
」
と
言
っ
て
、
二
分
冊
の

漢
訳
聖
書
を
側
近
に
貸
し
た
と
い
う
証
言
も
あ

り
ま
す
（
佐
高
信
『
西
郷
隆
盛
伝
説
』
角
川
文

庫
）。

　
今
号
は
聖
書
協
会
の
歴
史
の
始
ま
り
か
ら
、

第
二
次
大
戦
後
ま
も
な
く
聖
書
協
会
世
界
連
盟

が
組
織
さ
れ
る
ま
で
を
特
集
し
ま
し
た
。
先
人

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
極
東
の
禁
教
下

で
密
か
に
西
郷
が
手
に
し
た
聖
書
を
、
私
た
ち

は
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
秋
、

心
新
た
に
聖
書
を
ひ
も
と
き
、
読
み
通
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


